
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）：連合農学研究科 

 

連合農学研究科（博士課程）では、学位授与の方針に示した人材の育成を図るため、次の

該当する知識・能力の向上を目的とした科目を設けてカリキュラムを編成している。 

 

（自立的研究遂行能力） 

１．農学とその周辺分野に関わる専門分野で学術の発展に寄与する研究を自立して遂行で

きる基礎的能力を育成する科目として「専攻別特別研究」及び「専攻別特別演習」を設け

る。 

（幅広い専門的知識） 

２．学際的な視野で知識を育成するため，異なる分野の研究内容に触れられる講義として，

構成３大学の教員による「生物生産科学特論」，「生物資源科学特論」，「地域環境創生学特

論」，東北の地域性に焦点を当てた学修を行う「東北農学セミナー」，全国６つの連合農学

研究科の共同による講義として，「農学特別講義（英語）」，「農学特別講義（日本語）」を

設ける。 

（コミュニケーション力） 

３．幅広い分野の研究者・技術者との交流を通じて異分野，異世代，異国の人々と信頼関係

を築きながら相互理解を深めるためのコミュニケーション能力「研究適応力」を育成する

ため，英語による研究発信力を育成する「科学英語」，構成 3大学の学生（日本人進学者，

留学生，社会人学生）が合宿形式で地域の課題を探求するワークショップ等を行いながら

コミュニケーション能力を磨く「科学コミュニケーション」，自らの専門分野と異なる他

機関における研究環境に入って学ぶ「研究インターンシップ」，とりまとめた研究成果を

海外に発信する能力を育成するため，事前・事後指導を伴った国際研究集会等での英語に

よる発表を位置づけた科目として，「国際学会コミュニケーション」を設ける。 

（国際的情報発信力） 

４．とりまとめた研究成果を海外に発信する能力を育成するため，事前・事後指導を伴った

国際研究集会等での英語による発表を位置づけた科目として，「国際学会コミュニケーシ

ョン」を設ける。 

（教育普及能力） 

５．専門家だけでなく，学部学生や一般市民に対しても自らの専門分野の研究について，わ

かりやすく伝え普及する科学普及能力を育成するための科目として，一般学生には「教育

研究指導」を，社会人学生には「社会人特別演習」を設ける。 

 

成績評価 

 成績評価は、大学院成績評価基準に基づき行い，試験，レポート，研究報告，論文及び

平常の成績等により成績を判定する。 


